






 

神奈川県立こども医療センターにおいて昭和 57 年 1 月 1 日から 61 年 12 月 31 日までの 5

年間にとり扱った新生児外科症例は総数 274 例で,年間 47～60 例であった。疾患別には 5

年間で食道閉鎖 21 例,横隔膜ヘルニア18 例,腸閉鎖症 30 例などである。これらの症例のな

かで出生前診断の行われた症例が 7例(2.6%)あった。58 年に 1例,60 年と 61 年に 3例ずつ

である。 


